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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 10,436 △4.9 △138 ― △163 ― △583 ―
21年3月期第3四半期 10,975 ― 129 ― 161 ― △6,749 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 △623.59 ―
21年3月期第3四半期 △7,217.90 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 15,238 2,626 16.7 2,714.74
21年3月期 16,452 3,156 18.8 3,304.58

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  2,538百万円 21年3月期  3,090百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年3月期 ― 0.00 ―
22年3月期 

（予想）
0.00 0.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,900 2.9 210 19.8 160 △12.2 △100 ― △106.94
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想は、本資料発表日現在入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能
性があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 935,142株 21年3月期  935,142株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  ―株 21年3月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 935,142株 21年3月期第3四半期 935,142株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期におけるわが国の経済は、アジア圏への輸出と生産活動の回復により持ち直しつつ

あるものの、企業収益及び設備投資が減少を続けるなか雇用情勢が極めて悪化しており、経済活動

全体は緩やかなデフレ傾向にあります。 

当社事業の主要顧客である製薬企業は、高齢化社会の進展をにらんだ新薬の需要は依然として大

きく、重点領域における医薬品の研究開発は全体として堅調に推進される見込みであります。SMO

（治験施設支援機関）及びCRO（医薬品開発業務受託機関）業界は、堅調に市場拡大を続けてはお

りますが、再編統合が進みつつあります。 

こうした状況にあって当社は、SMO事業を核とした統合ヘルスケア事業ネットワークの構築を企

業目的とし、基幹事業であるSMO事業の事業拡大及び安定収益基盤の確立に加えて、そのノウハウ

を活用したオリジナルブランド商品の販売及びヘルスケアの分野全体を対象とした事業に取組んで

おります。併せて、各事業の収益力向上に努めてまいりました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は10,436百万円（前年同期比4.9％減）、利益面

につきましては、のれんの償却額218百万円の影響により、営業損失は138百万円（前年同期は営

業利益129百万円）、経常損失は163百万円（前年同期は経常利益161百万円）、前期に発生した特

別損失は大幅に減少したものの、四半期純損失は583百万円（前年同期は四半期純損失6,749百万

円）となりました。 

 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

①SMO事業 

当事業におきましては、第Ⅰ相から第Ⅳ相までの総合的な臨床試験支援体制を確立しており、

受託案件は堅調に推移しております。当四半期は、第Ⅰ相試験が主要施設の変更により受託活

動を一時的に休止せざるを得ず大幅な減収となりました。第Ⅱ相及び第Ⅲ相試験については大

型試験の延期の影響が生じたものの、戦略的に取り組んだ呼吸器等の新規領域の受託が好調に

推移した結果、前年並みの実績を確保することができました。一方、業務生産性向上並びに原

価や販売費及び一般管理費の低減を強力に進めました。また、全国規模での事業基盤の拡充に

努めた結果、提携医療機関数は1,158（第２四半期末比27施設増）となりました。これにより、

売上高は2,281百万円（前年同期比10.5％減）、営業利益は508百万円（前年同期比20.3％減）

となりました。 

 

②メディカルサポート事業 

当事業におきましては、貸付金事業等の事業再編及び医療機器等販売事業の減収により、売

上高は458百万円（前年同期比49.6％減）、営業損失は104百万円（前年同期は営業利益110百万

円)となりました。 

 

③人材コンサルティング事業 

当事業におきましては、顧客企業の採用抑制の影響により、売上高は160百万円（前年同期比
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48.0％減）、営業損失は16百万円（前年同期は営業利益30百万円)となりました。 

 

④医薬品等の販売事業 

当事業におきましては、販売促進策を適時投入したことが奏功し、売上高は3,107百万円（前

年同期比1.9％増）となりました。仕入コストの低減及び商品管理の徹底を継続した結果、のれ

んの償却額59百万円はありましたが、営業利益は82百万円（前年同期比131.1％増）となりまし

た。 

 

⑤医薬品等の製造販売事業 

当事業におきましては、医療用医薬品のDPC拠点施設向け販売及び製造受託等の事業が堅調に

推移しました。その結果、売上高は3,925百万円（前年同期比8.9％増）となり、利益面につい

ても増収効果と原価管理の徹底により、のれんの償却額150百万円をこなし、営業利益は65百万

円（前年同期は営業損失73百万円)と大幅に収支を改善し、黒字化を達成いたしました。 

 

⑥その他の事業 

当事業におきましては、CRO事業が堅調に推移しましたが、一部事業の再編に伴う費用が増加

し、売上高は503百万円（前年同期比8.8％減）、営業損失は12百万円（前年同期は営業利益36

百万円）となりました。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は15,238百万円（前連結会計年度末比7.4％減）とな

りました。これは、借入金の返済等により現金及び預金が489百万円減少したこと等によるものです。 

負債は12,611百万円（前連結会計年度末比3.0％減）となりました。これは、借入金が606百万円

減少したこと等によるものです。 

純資産は2,626百万円（前連結会計年度末比16.8％減）となりました。これは、利益剰余金が886

百万円減少したこと等によるものです。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第３四半期連結会計期間末のキャッシュ・フローについては、営業活動により199百万円増加

し、投資活動により383百万円減少し、財務活動により606百万円減少した結果、現金及び現金同

等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末残高1,519百万円よりも789百万円減少し、

730百万円（前年同期比57.7％減）となりました。 

 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動の結果得られた資金は、199百万円となりました。主な要因は、売上債権の減少64百

万円、たな卸資産の減少による収入240万円等によるものです。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動の結果使用した資金は、383百万円となりました。主な要因は、担保預金の差入によ
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る支出300百万円、貸付による支出215百万円等によるものです。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動の結果使用した資金は、606百万円となりました。主な要因は借入金の返済656百万

円等によるものです。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

今後の見通しにつきましては、景気の後退が長期化する可能性があり、先行きの見通しは不透明

でありますが、現時点において、この状況が今後当社グループの業績に与える影響を予測すること

は困難であるため、平成21年５月13日発表の通期の業績予想に変更はありません。 

今後、何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。 

 

４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結の範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算出方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに

限定する方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用し

た将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 

 該当事項はありません。 

 

② ①以外の変更 

 当連結会計年度より、当社の連結子会社である、株式会社アイロムロハス及び株式会社ウイン

グ湘南において有形固定資産の減価償却方法を従来の定率法から定額法へ変更いたしました。 

 この変更は、親子会社間の会計処理を統一するとともに、医薬品販売事業からの安定的な収益

と投資後の減価償却費をより厳格に対応させ、より適切に事業の業績を表すためであります。 

 この結果、従来の方法によった場合に比べて、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純

損失はそれぞれ７百万円減少しております。 

 なお、セグメントに与える影響は、当該箇所に記載しております。 
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５.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第３四半期 
連結会計期間末 

(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,030 1,519

受取手形及び売掛金 2,835 2,900

商品及び製品 1,156 1,308

仕掛品 445 475

原材料及び貯蔵品 150 208

短期貸付金 1,611 1,398

1年内回収予定の長期貸付金 1,543 13

営業貸付金 － 2,344

その他 725 696

貸倒引当金 △2,269 △3,137

流動資産合計 7,230 7,728

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,888 3,013

土地 2,360 2,360

その他（純額） 607 637

有形固定資産合計 5,856 6,011

無形固定資産   

のれん 196 413

その他 108 157

無形固定資産合計 305 571

投資その他の資産   

長期営業貸付金 － 3,835

長期貸付金 4,000 27

破産更生債権等 1,389 835

その他 1,607 1,713

貸倒引当金 △5,151 △4,271

投資その他の資産合計 1,846 2,141

固定資産合計 8,007 8,723

資産合計 15,238 16,452
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(単位：百万円)

当第３四半期 
連結会計期間末 

(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,635 1,514

賞与引当金 26 34

未払法人税等 318 341

短期借入金 6,414 6,883

その他 2,106 2,323

流動負債合計 10,501 11,097

固定負債   

長期借入金 116 154

退職給付引当金 424 409

債務保証損失引当金 1,061 1,101

その他 508 531

固定負債合計 2,110 2,198

負債合計 12,611 13,296

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,286 6,286

資本剰余金 7,577 7,577

利益剰余金 △11,318 △10,736

株主資本合計 2,545 3,127

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △5 △37

評価・換算差額等合計 △5 △37

新株予約権 21 －

少数株主持分 66 66

純資産合計 2,626 3,156

負債純資産合計 15,238 16,452
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 10,975 10,436

売上原価 7,679 7,460

売上総利益 3,295 2,976

販売費及び一般管理費   

給料手当及び賞与 846 876

貸倒引当金繰入額 － 37

その他 2,319 2,201

販売費及び一般管理費合計 3,165 3,114

営業利益又は営業損失（△） 129 △138

営業外収益   

受取利息 36 31

受取配当金 1 0

受取補償金 57 41

その他 30 36

営業外収益合計 126 110

営業外費用   

支払利息 90 102

その他 4 32

営業外費用合計 94 135

経常利益又は経常損失（△） 161 △163

特別利益   

債務保証損失引当金戻入額 － 40

会員権売却益 5 －

前期損益修正益 － 26

損害賠償金収入 － 34

雑収入 6 －

その他 0 3

特別利益合計 12 104

特別損失   

固定資産売却損 7 －

投資有価証券評価損 1,331 －

減損損失 574 －

貸倒引当金繰入額 4,687 193

その他 126 256

特別損失合計 6,727 450

税金等調整前四半期純損失（△） △6,554 △510

法人税、住民税及び事業税 121 47

法人税等調整額 84 24

法人税等合計 205 72

少数株主利益又は少数株主損失（△） △10 0

四半期純損失（△） △6,749 △582
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 △6,554 △510

減価償却費 451 379

減損損失 1,409 －

のれん償却額 218 218

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,734 13

受取利息及び受取配当金 △38 △31

支払利息 90 102

固定資産売却損益（△は益） 7 －

固定資産除却損 21 －

投資有価証券評価損益（△は益） 1,331 －

売上債権の増減額（△は増加） △312 64

たな卸資産の増減額（△は増加） △259 240

仕入債務の増減額（△は減少） 578 59

賞与引当金の増減額（△は減少） △4 －

営業貸付金の増減額（△は増加） △557 －

その他 △1,485 △197

小計 △368 338

利息及び配当金の受取額 37 34

利息の支払額 △77 △102

法人税等の支払額 △101 △70

営業活動によるキャッシュ・フロー △509 199

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 59 －

担保預金の差入による支出 － △300

有形固定資産の取得による支出 △52 △72

有形固定資産の売却による収入 － 150

無形固定資産の取得による支出 △22 △23

投資有価証券の売却による収入 － 46

貸付けによる支出 △16 △215

貸付金の回収による収入 310 57

その他 6 △25

投資活動によるキャッシュ・フロー 285 △383

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △91 △468

長期借入れによる収入 － 50

長期借入金の返済による支出 △121 △187

配当金の支払額 △92 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △304 △606

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △528 △789

現金及び現金同等物の期首残高 2,254 1,519

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,725 730
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

当第３四半期連結会計期間（自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日） 

該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 

 
SMO事業 

(百万円) 

メディカル
サポート事

業 

(百万円) 

人材コンサ
ルティング

事業 

(百万円)

医薬品等の
販売事業

(百万円)

医薬品等の
製造販売事

業 

(百万円)

その他の事
業 

(百万円) 

計 

(百万円) 

消去又は
全社 

(百万円)

連結 

(百万円)

売上高     

(1)外部顧客に対する
売上高 

2,549 908 308 3,050 3,606 552 10,975 － 10,975

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

3 27 55 0 7 4 97 (97) －

計 2,552 936 364 3,050 3,613 556 11,073 (97) 10,975

営業利益又は営業損
失（△） 

637 110 30 35 △73 36 777 (647) 129

(注) 当第１四半期連結累計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準９号 平成18年７月５日）

を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、医薬品等の販売事業における営業利益

が29百万円減少しております。 

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 

 
SMO事業 

(百万円) 

メディカル
サポート事

業 

(百万円) 

人材コンサ
ルティング

事業 

(百万円)

医薬品等の
販売事業

(百万円)

医薬品等の
製造販売事

業 

(百万円)

その他の事
業 

(百万円) 

計 

(百万円) 

消去又は
全社 

(百万円)

連結 

(百万円)

売上高     

(1)外部顧客に対する
売上高 

2,281 458 160 3,107 3,925 503 10,436 － 10,436

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

4 13 41 1 7 80 148 (148) －

計 2,285 471 201 3,108 3,932 584 10,585 (148) 10,436

営業利益又は営業損
失（△） 

508 △104 △16 82 65 △12 523 (662) △138

(注) １ 当第１四半期連結累計期間より、当社の連結子会社である、株式会社アイロムロハス及び株式会社ウイ

ング湘南において有形固定資産の減価償却方法を従来の定率法から定額法へ変更しております。この変更

に伴い、従来の方法によった場合に比べて、医薬品等の販売事業における営業利益が７百万円増加してお

ります。 

２ 当社の連結子会社である、株式会社アイロムメディックにおいて貸付金事業免許を平成21年４月に返納

いたしました。これにより、当第３四半期連結累計期間におけるメディカルサポート事業の売上高が11百

万円、営業損失が６百万円それぞれ減少しております。 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

該当事項はありません。 
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